


要約:新生児集中治療室入院中及び退院後の慣性肺疾患児の重症度を評価するために、超

音波を用いて肺高血圧の程度をスコアー化した.肺高血圧(PH)スコアーの算定に用いた 6

項目(RSTI.AT/ET.RVaw(D)、RVaw(s).AV/PV.TV/MV)については.慢性肺障害非合併例を対象

に正常値を作成した.なお暦年令 7 ヵ月以下の対象は生理的肺高血圧の残存に個人差があ

るため正常値の対象からはずした.慢性肺疾患児 20 名に程一中等度の肺高血圧を認めた.

継時的にみると、およそ 3 ヵ月の経過で徐々に軽快した.PH スコアーの正常化は、早くて

6 カ月で、3 才以降も正常化しない例を含んだ.20 名中 11 名は 1 年以上観察できた,経過

中気道感染症の合併時はPHスコアーが上昇した.酸素投与及ひ酸素濃度をあげることでPH

スコアーは大きく改善した.超音波による PH スコアーの算定は、慢性肺疾患の重症度の評

価とともに酸素治療の目安として役立つ。


